研究援助_チャレンジ支援枠
山田科学振興財団　2026年度　研究援助　
チャレンジ支援枠　研究計画書
（研究実施期間：2026年採択日から2029年3月末日（2026年後半、2027年度、2028年度の約2年半））
年　　　月　　　日
	申 請 者 氏 名
	

	研　究　主　題
	



	１．研究概要
	日本語で400～500字でご記入下さい。図などは使用しないでください。

	




共同研究者
	
	氏名
	所属
	役割

	共同研究者１
	
	
	

	共同研究者２
	
	
	

	共同研究者３
	
	
	


組織を組まない場合は、共同研究者の記載は不要です。
※ここまで1頁に収まるようご記載ください。



※以下、図・カラー可。項目２から項目４までは増頁可
	２．本研究の背景と意義・特色
	　申請者のこれまでの研究成果を記載し、本申請でそれをどのように発展させ何を明らかにしたいのか、内外の関連研究と比較して申請内容の独創性、もたらされる結果のインパクトなどを簡潔に記載してください。図表を入れても良いです。

	





	３．研究方法
	本申請の目的を達成するための実験計画、申し込む研究費が果たす役割、共同研究者がいる場合にはその本研究推進における役割、本研究に倫理面や法的な配慮が必要な場合は、その対応内容、について記載してください。

	











	４．関連論文リスト
	申請者の論文または参考論文について記載するとともに、個々の論文が申請研究課題遂行のために、どこに活かされるのかを明確に記載してください。記載方法は所属学会の慣例に倣ってください。5報程度までの記載とし、そのうちの3報を添付論文としてください。

	





※ここが先頭になるように配置し、以下1頁に収まるようご記載ください。
	５．科研費・その他の研究助成金の受入・応募状況

	　本研究と同一又は関連する研究のために、次の（１）～（３）の援助を受け、もしくは受けようとしている場合は、下記の表に記入してください。
（1） 科学研究費（文科省、学振）
（2） 他官公庁の委託研究費又は補助金赤字は記入例ですので提出の際は削除してください。

（3） 他財団その他諸団体の援助金

	５-１．取得が決定している研究資金

	研究資金の名称
	研究課題名
	研究期間（年度）
	区分
代表・分担

	
	
	2026年度の配分予定額 / 配分総額
	

	挑戦的研究（萌芽）

科研費基盤（B）

○○財団研究助成




	××に関する検討

○○に関する研究

△△に関する研究
	2025年度～2026年度
80万円 / 250万円
2023年度～2027年度
180万円 / 500万円
2026年度
200万円 / 200万円
	代表

分担

代表

	５-２．申請中及び申請予定の研究資金※

	研究資金の名称
	研究課題名
	研究期間（年度）　
	区分
代表・分担

	
	
	2026年度の配分予定額 / 配分総額
	

	科研費基盤（A）

○○財団研究助成






	××の解明

◇◇に関する研究
	2026年度～2030年度
300万円 / 1200万円
2026年度
50万円 / 50万円
	分担

代表


※2025年度内に申請中あるいは申請検討中のものを全て記入してください。（2026年5月と7月に再調査します。）
	承　  　諾  　　書
本学 （部） ・研究機関所属の前記申請者が、この研究援助の申し込みをすることを承諾します。

	　　　　　　　　　　年　　　　　　　月　　　　　日

	所属機関長職・氏名
	
	
職印






※ここが先頭になるように配置し、以下1頁に収まるようご記載ください。
	６．希望援助金額と
その使途明細
	各費目を「設備備品費」、「消耗品費」、「その他」の3種類に分類し、それぞれの金額、内訳、使用目的、使用時期等を明確に記してください。合計金額が各項目の合計になっているか必ず確認してください。

	

	
	設備備品費
	消耗品費
	その他
	希望援助金額総額

	万円
	万円
	万円
	万円





※援助額は400万円まで
	問：この研究を、本財団の研究援助(一般枠)に申請したことがありますか。

	☐	
	年度
	☐学会又は☐個人
	が推薦し、
	結果は☐採択又は☐不採択

	☐
	
	年度
	申請したが、学会で推薦されなかった

	☐
	申請したことがない



	問：採択された場合、研究機関での委任経理は可能ですか。

	☐
	委任経理が可能である（委任先研究機関名：　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	☐
	不可能である（理由：　　　　　　　　　　　　）

	☐
	その他（






※ここが先頭になるように配置し、以下1頁で収まるようにしてください。必ず記入してください。
	７．申請に至った経緯　（チャレンジ支援枠に応募の動機について記述してください）

	





	８．申請研究が自然科学の基礎研究として重要と考える理由（申請の研究内容が援助の対象であるか再確認の上、記述してください）

	








※ここが先頭になるように配置し、以下1頁に収まるようご記載ください。別紙添付不可
	９．主な職歴及び業績 
	主な「職歴」、「業績」に分けご記載ください。

	





7
